
学校教育目標 『心豊かな人』『共に学ぶ人』『進んで活動する人』 
 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

校長 江戸谷 智章 
緊急事態宣言が延長されている中、以下のような投稿を目にしたので紹介します。 

  
（前略）これまで、保健・医療・介護の現場で働く看護職は、新型コロナウイルス感染 

症の最前線で活動してきました。自身の感染への不安と恐怖、自らが媒介者となって家族 
など身近な人々に感染させるのではないかとの懸念と、現場を支える専門職としての責任 
と使命感とのはざまで苦しみながら、それぞれ最善を尽くして業務にあ
たってきました。 
業務上の感染防止対策だけでなく、日常生活でも厳しい行動規制を受

け入れ、家族への感染を避けるため部屋を分けて生活したこともありま
した。このような看護職に対して一部の人々から、新型コロナウイルス
感染症患者に対応していることを理由とする誹謗中傷が向けられ、心無
い言葉や態度によって看護職だけでなくその家族までもが傷つくという
出来事があります・・（後略）。 「公益社団法人日本看護協会ホームページから一部引用」 

 
「コロナ・ハラスメント」という言葉を目にすることが多くなったような気がします。誰し

もが感染の不安を抱えている中、感染症に対する正しい知識や適切な行動が十分に共有されて
いないでいると、人は漠然（ばくぜん）とした不安ばかりが先行し、やみくもに感染リスクを
遠ざけようと必要以上に防衛本能が働いてしまうといいます。 
しかし、この行動が周りの人を巻き込んだハラスメント（弱い立場の相手に嫌がらせをする

行為）となると事は単純ではありません。自分自身や社会を感染から守ろうとする行動はけし
て間違ってはいないものの、社会を守るという「正義」を盾にして、他者を過剰なまでに非難
し排除することまでを正当化していいものなのか考えさせられます。 
世の中の法律や規則で定められているものは別として、物事の判断基準のすべてが○か×か

で割り切れるものばかりではないはずです。言うまでもなく、いけないものはいけないと毅然
とした態度を示していかねばならないと思いますが、その一方で、昨今のＳＮＳなどの書き込
みしかり、他者と自分の価値観が異なるからと言って、相手の言い分を聞くこともなく一方的
に人権までもおびやかしてしまうような心理が私たちの心の奥底にありはしないでしょうか。 
諸外国の人たちが日本の国民性を語るとき、日本人はとても我慢強く、困難な中にあっても

目標に突き進む時の団結力はとても高いと評価する一方で、
自分と異なる考え方や価値観を持った人と折り合いを付け、
調整を図りながら何かを成し遂げていこうとする姿勢が乏し
いとの指摘もあります。もしかすると、そういった理由の一
つに、私たち年代が受けてきた○×テストに象徴されるよう
な単なる知識の量だけで学力を測ってきた教育が要因として
あるのではないかと疑ったりもします。 

これからの社会は「多様性（ダイバーシティー）」が尊重されなくてはならない時代と言われ
ています。ある人にとって心地よいことであっても、ある人にとってはそうではないというこ
とを理解し、必要に応じて丁寧に話し合いを重ねて適切なバランスを築いていこうとする営み
が求められているのかと思います。しかしこれがどこまでも難しい。小さくまとまろうとせず、
私たち一人ひとりが大きな寛容の心をさらに育てていかなくてはならないのかも知れません。 
令和２年度の「清新中学校だより」も最終号となりました。いよいよ３年生は今月１１日を

もって本校を巣立っていくこととなります。これまで清新中学校をリードしてくれたことへの
感謝と新天地での活躍を祈り、一人ひとりに卒業証書を心を込めて手渡したいと思っています。 

令和3年2月26日 

第１８１号 

多様性社会に生きるということ 



 

副校長 小磯 滋 

  私は吹奏楽を長年やってきましたが、きっかけは小学校五年のときの友人に誘われた

ことでした。 

私の小学校には、リード合奏団という課外活動の合奏団があ

りました。四年生から入団でき、友人は早くから活動していま

した。私は音楽はそれまであまり関心がなかったのですが、友

人に誘われ、発表会を聞きにいくことにしました。その時、い

ろいろな曲を演奏していましたが、最後に演奏した、組曲「大

峡谷」より「山道を行く」という曲を聞いて、こんな曲を演奏したいと思ってしまいまし

た。それをきっかけに五年生の終わりから入団し、トランペットを担当

させてもらったことから、今まで続いています。 

自分では、思ってもなかったのですが、このことで教師になり、吹奏

楽を続けたいと思ったきっかけになりました。 

みなさんもいろいろな経験や他の人とのふれ合うなかで、いつ、どん

なことがきっかけになって人生が広がるかわかりませんから、苦手とか思っても、経験を

広げていって欲しいと思います。 

 
 

    ※下記の日程につきましては、今後変更が予想されます。ご了承ください。 

１８日（木）諸活動なし 

１９日（金）公立定通分割合格発表 

      生徒会中央議会 

２２日（月）公立定通分割２次募集～２３日 

      諸活動なし 

２４日（水）公立定通分割２次志願変更 

      各学年学年末ＯＴ 

２５日（木）公立定通分割２次学力検査 

      ３学期修了式 離・退任式 

      諸活動なし 

２６日（金）学年末・学年始休業～４月４日  

４月        

 ５日（月）始業式・着任式 

      第５１回入学式 諸活動なし 

 ６日（火）各学年始ＯＴ 教科書配付 

      生徒会ＯＴ 

 ７日（水）身体検査・聴力検査（１・３年） 

      個人写真撮影 

 ８日（木）授業開始 諸活動なし  

１２日（月）学校デリバリー給食開始 

２１日（水）３年生授業参観・保護者会 

２２日（木）２年生・ときわぎ級授業参観・ 

保護者会 

２３日（金）１年生授業参観・保護者会      

３月                       

１日（月）ときわぎ級学年末面談③ 

諸活動なし 

     公立共通選抜合格発表 

２日（火）ときわぎ級学年末面談④ 

３日（水）公立定通分割及び公立共通２次 

出願～４日 

     ＰＴＡ実行委員会 

４日（木）諸活動なし 

 ５日（金）公立定通分割出願及び公立共通 

選抜志願変更～８日 

 ８日（月）諸活動なし 

 ９日（火）生徒会委員会 

１０日（水）公立共通選抜２次学力検査 

      公立高校追加の検査  

諸活動なし 

１１日（木）第４８回卒業証書授与式 

      １・２年生臨時休業 諸活動なし 

１２日（金）公立定通分割学力検査 

１５日（月）公立定通分割特色検査 

      諸活動なし 

１７日（水）公立２次検査・追加の検査合格 

      発表 

      ときわぎ級新入生保護者会・ 

      地域協力（栽培） 

３・４月の主な日程 
  


